
参考資料 既存学校施設の耐震化推進計画策定フロー

注）本フローは、耐震化推進計画策定の一般的な流れを例示したものである

検 討 組 織 の 設 置

基 本 調 査 の 実 施

耐震化優先度調査の実施・評価

【改築を念頭に置いた建物】 ☆新耐震基準以前の基準で整備された
ｺﾝｸﾘｰﾄ強度の著しく低い建物、 建物について早急に実施
鉄筋や鉄骨の腐食が著しい建物など ☆優先度の高い建物から耐震診断又は

【一般的な建物】 耐力度調査を順次実施

点超5000
耐力度調査

点以下5000
＜ ≧ ※１鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造でIs 0.3 Is 0.7 ※１

又は かつ 第１次診断を採耐震診断の実施・評価
ｑ＜ ｑ≧ 用する場合は、0.5 1.0

Is 0.9≧
0.3 Is 0.7 0.5 1.0≦ ＜ 又は ≦ｑ＜

改 築 耐 震 補 強 耐 震 上 問 題 な し
（応 急 補 強 ） （応 急 補 強 ） （老 朽 改 修）

※２ ※２

※２改築や耐震補強といった耐震化事業を実施
するまでの間が長くなる場合に検討

事業の緊急度の検討

☆倒壊又は大破する恐れのある耐震化
事業を優先

☆学校施設の質的向上のための諸課題
と一体的に推進

年 次 計 画 の 策 定

耐 震 化 事 業 の 実 施


